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Union Farm Group

Union farm

農業に“競争力”を



（社 名） 有限会社ユニオンファーム
（住 所） 茨城県小美玉市中延
（事業概要） １．有機農産物の生産および販売

２．新規就農者育成によるフランチャイズ農場の展開
３．水稲の生産および販売
４．参入企業への生産業務受託

（構 成） ※２０１６年６月現在

役員 ２名 ・ 正社員 １４名 ・ パート ３０名（うち２名障害者）

Union farm

農業生産法人



統一ブランド

The business overview

新規就農者育成事業 農産物生産事業 農産物生産受託事業

研修生受入

農 場 研 修

Ｆ Ｃ 起 業

スーパーマーケット・宅配・外食

統一ブランド

有機野菜事業 水稲事業 企業参入支援

技術指導・作業者派遣

参入障壁緩和

Union farm

・商社

主食用
飼料用
輸出米



（沿 革）
２０００年９月 非農家出身者（出身母体：アイアグリ㈱）で

農業生産法人を設立
２００１年１２月 有機ＪＡＳ認定取得
２００４年１０月 フランチャイズ農場事業開始
２００５年４月 研修受入開始

第１期研修生受入
２００６年４月 ＪＧＡＰ認証取得

第２期研修生受入
２００７年４月 フランチャイズ農場第１号 設立（第５農場）

第３期研修生受入
１０月 野菜成分分析開始（硝酸イオン・糖度・抗酸化力・ﾋﾞﾀﾐﾝC）

２００８年４月 第４期研修生受入
５月 栽培情報管理システム導入

２００９年５月 防除手段として天敵資材導入（中央農研と共同研究）
４月 第５期研修生受入

水稲事業展開
２０１０年５月 新パックハウス稼動

第６期研修生受入
２０１１年３月 第７期研修生受入

４月 水稲鉄コーティング直播試験導入
２０１３年５月 新規参入企業コンサルティング・運営委託事業開始

（第１案件：住化ファーム茨城）
８月 ライスセンター建設
９月 玄米の香港向け輸出開始

２０１４年８月 ＩＣＴ活用技術開発プロジェクト始動
２０１５年１２月 Ｇｌｏｂａｌ Ｇ．Ａ．Ｐ認証取得（現在、更新なし）
２０１７年１０月 有機野菜農場第２拠点を茨城県笠間市に開設

Union farm

農業生産法人



（農場） ｔｏｔａｌ ３１,４００㎡（３１４ａ）
・第１農場（直営） ハウス ２,０００ ㎡ ※１９９９年１０月設立・２０１４年４月建替

・第２農場（直営） ハウス ８,１００ ㎡ ※２０００年１０月設立・２０１４年１０月建替

・第３農場（直営） ハウス ４,４００ ㎡ ※２０１５年１２月設立

・第４農場（直営） ハウス ８,８００ ㎡ ※２００５年１月設立

・第５農場（直営） ハウス ７,４００ ㎡ ※２０１７年１０月設立

・第６農場（ＦＣ） ハウス ３,３００㎡ ※２００８年５月設立

・第７農場（ＦＣ） ハウス ５,０００㎡ ※２００９年３月設立・２０１０年４月増設

・第８農場（直営） ハウス ３,９００ ㎡ ※２００９年６月設立・２０１４年４月増設

・第９農場（ＦＣ） ハウス ５,４００㎡ ※２０１０年３月設立・２０１１月１月増設

・第１１農場（ＦＣ） ハウス ４,３００㎡ ※２０１２年４月設立・２０１６年１１月増設

２０１８年現在 ５．３ｈａ
直営農場 ３４,６００㎡（３．５ｈａ）・ＦＣ農場１８，０００㎡（１．８ｈａ）
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有機野菜部門



品目名 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

みず菜

小松菜

チンゲンサイ

ほうれん草

春菊

レタス

グリーンリーフ

ミニトマト

エンサイ（くうしんさい）

モロヘイヤ

とうもろこし

若手ニューファーマーたちが作った

有機ＪＡＳ認定の有機野菜 １１種類のラインナップ
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◆水 菜
（周年供給：６０００～９０００Ｐ／週）
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◆チンゲンサイ
（周年供給：３０００～４０００Ｐ）
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◆春 菊
秋冬（１０月下旬～３月下旬）：２０００～４０００Ｐ
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◆ほうれん草
周年供給：３０００～５０００Ｐ
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◆モロヘイヤ
夏（７月～９月）：２０００～３０００Ｐ
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◆空芯菜（エンサイ）
夏（７月～９月）：２５００～４０００Ｐ



Union farm

毎年行うリスクアセスメント（農産物の安全、労働安全）をもとに
各業務・生産工程を点検。
これをもとに業務手順や作業環境を改善。



Union farm

原則として翌日出荷分の収穫を手作業で
行ないます。
【手順】
・プラスチック手袋・帽子を着用
・土や枯れたり、痛んだりした茎・葉、
虫を除去

・専用のコンテナには内袋を使用し、積
み重ね時の異物混入、鮮度劣化を防ぐ
etc

パ
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Union farm

最終トリミングと計量を行い、機械包装を経て、商品となります。
【手順】
・作業前に手洗い、消毒。
・原体野菜を扱い際は、プラスチック手袋・キャップ・マスクを着用。
・室内では飲食・喫煙はしない。



Union farm

【手順】
・収穫後のコンテナは専用カゴ車に載せ、冷蔵庫で半日～１日予冷保管。
・農産物が保管・取り扱う場所は、持ち込み品の禁止事項。
・掲示物にも画びょう、小さいマグネットは不使用。



Union farm

【手順】
・収穫用道具（ハサミ・包丁）は使用後に洗浄し、作業者ごとに所定の
場所に保管。

・野菜の収穫以外の用途への使用をしない。
・持ち帰らない。



Union farm

【手順】
・農産物を保管・取り扱う場所は畑で使う長靴や帽子を着用して立ち
入らない。

・畑から戻ってきた際は、水洗いし、所定の長靴保管場所に保管。



Union farm

【手順】
・商品を梱包するダンボールやＯＰＰフィルムの保管場所には動物や虫が
入らないように対策をする。

・パレットを下に敷き、規格ごとに置く。
・パレットの下はほこりやごみが溜まるため、１年に１回掃除。
・ネズミの侵入は粘着シートと被害状況をモニタリング。
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【手順】
・労働安全のリスクアセスメントの結果は、全従業員が見える場所に
掲示し、作業者へ説明。

・事故や怪我が起きやすい場所は地図で表示。
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【手順】
・畑で使う鋭利な道具は転倒防止。
・必ず所定の場所に戻す。
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は

・ 日本の農業の未来を創造します
・ 地域への貢献を積極的に行います
・ 農業の近代化をめざします
・ 伝統を重んじながら革新を推進します
・ エビデンスのある農産物生産を推進します

Union farm


